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は

じ

め

に

一
五
六
〇
年
代
末
に
、
福
建
南
部
の
海
澄
県
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
各
地

へ
の
渡
航
が
解
禁
さ
れ
る
と
、
福
建
海
商
は
東
南
ア
ジ
ア
海
域
で
活

発
な
貿
易
活
動
を
展
開
し
た
。

一
方
、
日
本

へ
の
渡
航
は
依
然
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
日
本
と
の
密
貿
易
を
行
う
福
建
海

商
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
十
七
世
紀
に
入
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
東
ア
ジ
ア
貿
易
に
進
出
し
、

一
五
二
〇
年
代
に
は
膨

湖
諸
島
や
台
湾
を
拠
点
と
し
て
、
福
建
と
平
戸
を
結
ぶ
日
明
間
の
中
継
貿
易
に
乗
り
だ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
海
外
貿
易
の
拡
大
の

中
で
、
福
建
南
部
の
潭
州
府

・
泉
州
府
を
中
心
と
し
て
、
合
法
的
な
東
南

ア
ジ
ア
貿
易
に
従
事
す
る
海
商
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
や
オ
ラ
ン

ダ
勢
力
と
結
び

つ
き
、
密
貿
易
に
く
わ
え
て
場
合
に
よ
っ
て
は
海
賊
行
為
も
行
う
、
明
朝
当
局
か
ら

「
海
寇
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
海
上
勢

力
が
成
長
し
て
ゆ
く
。

こ
う
し
た
明
末
福
建
沿
海

の
海
商
/
海
寇

勢
力
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
岩
生
成

一
氏

・
永
積
洋
子
氏

・
松
浦
章
氏
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

特
に
岩
生
氏
は
、

一
六
二
〇
年
代
の
代
表
的
な
福
建
海
商
で
あ
る
李
旦
の
事
績
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え

、
ま
た
永
積
氏
は

一
六
二

〇
～
四
〇
年
代
に
お
け
る
、
李
旦

・
鄭
芝
龍
と
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
貿
易
交
渉
や
紛
争

の
プ

ロ
セ
ス
を
詳

し
く
論
じ
て
い
る

。

た
だ

し
両
氏

の
研
究
は
基
本
的
に
オ
ラ
ン
ダ
史
料
に
基
づ
い
て
お
り
、
関
連
す
る
中
国
側

の
漢
文
文
献
は
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。

白

井

康

太

十

七

世

紀

前

半

、

福

建

沿

海

の

海

商

と
海
寇

潭
州

・
泉
州
地
域
を
中
心
と
し
て



「
方
、
中
国
や
台
湾
で
は
、
鄭
芝
龍

・
鄭
成
功
父
子
を
は
じ
め
と
す
る
、
明
末
清
初

の
東
南
沿
海
に
お
け
る
海
商

・
海
寇

に

つ
い
て
の
研

究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
林
仁
川
氏
は
、
明
末
清
初
に
東
南
沿
海
に
お
い
て
私
貿
易
に
従
事
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
海
商
/
海
寇

集
団

を
包
括
的
に
分
析
し

、
張
増
信
氏
も
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
、
東
南
沿
岸
の
海
寇
勢
力
の
活
動
と
興
亡
に

つ

い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る

。
ま
た
中
国
沿
海
に
お
け
る

「海
盗
」
の
活
動
を
通
史
的
に
叙
述
し
た
鄭
広
南
氏
も
、

明
末
福
建

の
海
寇
勢
力

に

つ
い
て
概
括
的
な
検
討
を
加
え
て
い
る

。
ま
た
日
本
で
は
、
松
浦
章
氏
が

『明
実
録
』
な
ど
か
ら
明
代
の

「海
盗
」
に
関
す
る
史
料
を

体
系
的
に
収
集
し
、
明
末

の
海
商
/
海
寇

勢
力
に
つ
い
て
通
史
的
に
概
観
し
て
い
る

。

上
記
の
よ
う
な
諸
研
究
に
よ

っ
て
、
特
に
林
道
乾

・
林
鳳

・
李
旦

・
鄭
芝
龍

・
鄭
成
功
と
い
っ
た
、
明
末
清
初
の
代
表
的
な
海
商
/
海
寇

勢
力
に

つ
い
て
は
、
そ
の
活
動

の
実
態
と
興
亡
の
過
程
が
か
な
り
詳
し
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
明
末
の
東
南
沿
海
、
特
に
福
建

南
部

の
潭
州

・
泉
州
地
域
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
著
名
な
海
上
勢
力
の
ほ
か
に
も
、
多
様
な
海
商
/
海
寇

が
恒
常
的

に
活
動
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
海
上
勢
力
の
勢
力
範
囲

・
貿
易
活
動

・
集
団
構
造
な
ど
の
実
態
面
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
こ
う

し
た
海
商
/
海
寇

集
団
と
、
沿
海
地
域
社
会
や
明
朝
海
防
当
局
と
の
複
雑
な
相
互
関
係
や
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
も
、
な
お
十
分
に

は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ

の
た
め
本
稿
で
は
、
従
来

の
研
究
で
は
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
、
十
七
世
紀
前
半

の
福
建
南
部
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
海

商
/
海
寇

集
団
に
注
目
し
て
、
そ
の
貿
易
活
動
や
人
的
結
合
の
実
態
、
沿
海
社
会
や
海
防
当
局
と
の
相
互
関
係
に

つ
い
て
、
分
析
を
試
み
る

こ
と
に
し
た
い
。
以
下
第

一
・
二
章
で
は
、
特
に
天
啓
年
間
に
、
李
旦
の
没
後
か
ら
鄭
芝
龍
が
台
頭
す
る
時
期
に
か
け
て
、
福
建
南
部
に
お

い
て
も

っ
と
も
有
力
な
海
上
勢
力
で
あ

っ
た
許
心
素
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
さ
ら
に
第
三
章
で
は
、
鄭
芝
龍
が
東
南
沿
海
に
お
け
る
覇
権

を
確

立
す
る
崇
禎
年
間
に
、
福
建
南
部
で
活
動
し
た
李
魁
奇

・
鐘
斌

・
劉
香
な
ど
の
海
上
勢
力
に
焦
点
を
あ
て
る
。

こ
う
し
た
海
商
/
海
寇

集
団
に

つ
い
て
は
、
漢
文
史
料

の
ほ
か
、
『
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
記
』
な
ど
の
オ
ラ
ン
ダ
史
料
に
も
有
用
な
記
事
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で

は
こ
う
し
た
史
料
群
を
活
用
し
て
、
当
時

の
海
商
/
海
寇

の
実
態
や
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
で
き
る
だ
け
多
面
的

に
検
討
す
る
こ
と
を
試

み
て
み
た
い
。



一
六
二
〇
年
代
の
東
南
沿
海
で
は
、
海
商
/
海
寇

勢
力
の
活
動
が
急
速
に
活
発
化
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
明
朝
に
よ
る
日
本
貿
易
の
禁
止

が
し
だ
い
に
弛
緩
し
て
、
福
建
-

日
本
間
の
密
貿
易
が
急
速
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
東
ア
ジ
ア
に
進
出
し
、

福
建
南
部
と
九
州
を
結
ぶ
中
継
貿
易
に
乗
り
出
し
た
。

こ
う
し
た
対
日
貿
易
は
、
あ
く
ま
で
非
合
法
な
密
貿
易
で
あ
り
、
商
船
は
武
装
船
団

を
組
ん
で
航
海
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
沿
海
や
海
上
に
お
い
て
海
賊
行
為
や
略
奪
な
ど
を
行
う
場
合
も
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
海

商
と
海
寇

の
性
格
を
あ
わ
せ
も

つ
海
上
勢
力
が
、

一
六
二
〇
年
代
以
降
、
福
建
南
部

の
潭
州
府

・
泉
州
府
を
中
心
に
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
ま
ず

一
六
二
二
年
に
膨
湖
諸
島
を
占
拠
し
た
が
、

一
六
二
四
年
に
台
湾
南
部
の
安
平
に
根
拠
地
を
移
し
、
そ

こ
に
ゼ
ー
ラ
ン
デ

イ
ア
城
を
築
い
て
、
東
ア
ジ
ア
貿
易
、
特
に
福
建
南
部
と
日
本
を
結
ぶ
中
継
貿
易
の
拠
点
と
し
た
。
彼
ら
は
ま
ず
華
人
海

商
に
資
金
を
前
貸
し
し
、
福
建
に
お
い
て
生
糸

・
絹
織
物
な
ど
の
中
国
産
品
を
仕
入
れ
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
華
人
海
商
が
仕
入
れ
た
中
国
産

品
を
平
戸
や
長
崎
に
運
び
こ
み
、
日
本
産
の
銀
を
獲
得
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
は
東
シ
ナ
海
域
に
お

い
て
、
福
建
南
部
の
潭

州
湾

か
ら
、
台
湾

(安
平
)
を
介
し
て
、
平
戸
や
長
崎
を
結
ぶ
中
継
貿
易

ル
ー
ト
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
日

明
中
継
貿
易

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
た
の
が
、
福
建
南
部
の
海
商
/
海
寇

勢
力
で
あ

っ
た
。

オ

ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
結
び
つ
い
て
海
上
貿
易
を
展
開
し
た
福
建
南
部

の
海
商
の
な
か
で
も
、
ま
ず

一
六
二
〇
年
代
前
半
に
頭
角
を

現
し
た

の
が
、
李
旦
と
顔
思
斉
で
あ

っ
た
。
李
旦

・
顔
思
斉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
規
模
な
海
商
集
団
を
統
率
下
に
置
き
、
福
建
と
平
戸

・
長
崎

と
の
中
継
貿
易
を
基
軸
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
も
結
び
つ
い
て
、
東
シ
ナ
海
域
に
お
い
て
活
発
な
貿
易
活
動
を
展
開
し
た

の

一

許

心

素

の

台

頭

と

そ

の

活

動

天

啓

年

間

、

福

建

南

部

の

海

商

/
海
寇

(
1
)

許
心
素
の
登
場
と
そ
の
貿
易
活
動



で
あ

る
。

当
時
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

の
本
拠
は
、
ジ
ャ
ワ
島
の
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
に
あ

っ
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
総
督
府
が
東
イ

ン
ド
会
社
関
連
の
諸
事
件
や
、
各
地
の
商
館
か
ら
の
報
告
や
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
航
し
た
海
商
か
ら
得
た
情
報
な
ど
を
日
記
体
で
記
録
し
た
基

本
史

料
が

『
バ
ダ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』

で
あ
る
。
『
バ
ダ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』

↓
六
二
五

(天
啓
五
)
年
四
月
六
日
の
条

に
は
、
李
旦
と

「シ
ム

ソ
ン

(
s
i
m
s
o
n

)
」
す
な
わ
ち
許
心
素
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

我
等
は
ワ
ン
サ

ン

(黄
合
興
)
に
、
シ
ム
ソ
ン
S
i
m
s
o
n
(許
心
素
)
は
い
か
な
る
人
な
る
か
と
問
い
し
に
、
彼
は
こ
れ
に
答
え
て
、

シ
ナ
カ
ピ
タ
ン

(李
旦
)

の
親
友
に
し
て
そ
の
大
い
に
信
頼
す
る
者
な
り
。
同
人
は
前
に
シ
ナ
カ
ピ
タ
ン
の
た
め
難
難
を
嘗
め
、
牢

獄
に
入
り
し
こ
と
あ
り
。

シ
ナ
カ
ピ
タ
ン
が
我
等
の
事
に

つ
き
尽
力
し
て
成
功
を
収
め
た
る
後
、
再
び
自
由
を
得
た
る
が
、
同
人
は

シ
ナ
カ
ピ
タ

ン
の
事

一
切
を
取
り
行
な
う
人
な
り
と
言
え
り

。

と
あ

る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
許
心
素
と
は
主
と
し
て
平
戸
に
在
住
す
る
李
旦
の
代
理
人
と
し
て
、
中
国
沿
岸
に
お
い
て
そ
の
貿
易
や
交
渉
を

代
行

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

許
心
素
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
J
o
h
n
　
E
.
W
i
i
l
s

氏

・
張
増
信
氏

・
永
積
洋
子
氏

・
楊
国
禎
氏
な
ど
が
論
及
し
、
彼
が
厦
門

を
中
心
と
し
た

潭
州
湾
沿
岸
に
拠
点
を
置
き
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
も
結
ん
で

一
六
二
〇
年
代
に
福
建
沿
海
で
海
上
貿
易
を
展
開
し
た
、
有
力
な
海

商
/
海
寇

で
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
た
だ
し
総
じ
て
、
許
心
素
の
貿
易
活
動
の
実
態
や
、
沿
海
地
域
社
会
と
の
関
係
に

つ
い

て
は
、
先
行
す
る
李
旦
や
後
に
続
く
鄭
芝
龍

の
陰
に
隠
れ
て
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
楊
国
禎
氏
は
鄭
芝
龍
登
場
の
前
史
と
し
て
、

許
心
素
と
福
建
海
防
当
局
や
沿
海
社
会
と
の
関
係
に

つ
い
て
簡
略
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
蓮
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
史

料
を
活
用
し
て
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
加
え
る
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
下
本
稿
で
は
、
許
心
素
に
関
連
す
る
漢
文
史
料
を
で
き
る
だ
け

網
羅
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
史
料
も
参
照
し
て
、
彼
の
活
動
と
そ
の
社
会
的
背
景
を
、
時
系
列
的
に
整
理
し
て
よ
り
詳
し
く

叙
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ

て
、
許
心
素
が
史
料
中
に
登
場
す
る
の
は
、
以
下
に
紹
介
す
る
二

つ
の
史
料
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
バ
ダ
ヴ

イ
ア
城
日
誌
』
の

一
六



二
六

(天
啓
六
)
年
四
月
九
日
条
に
は
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
、
一
六
二

五
(天
啓
五
)
年
に
許
心
素
と
オ
ラ
ン
ダ
船
が
行

っ
た
取
引
に

つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

船
頭
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ス
ヒ
ッ
プ
船
二
隻
、
タ
イ
オ
ワ
ン
を
発
し
て
チ
ン
チ

ュ
ウ
川
(潭
州
湾
)
に
入
り
、
厦
門

に
現
れ

た
り
。
前
年
我
が
国
人
が
シ
ム
ソ
ウ
s
u
i
m
s
o
u

(許
心
素
)と

い
う
中
国
人
に
交
付
し
た
る
四
万
レ
ア
ル

・
フ
ァ
ン

・
ア
ハ
テ
ン
の
金
額
に

対
し
、
タ
イ
オ
ワ
ン
に
お
い
て
渡
す
約
束
の
生
糸
を
請
求
す
る
た
め
な
り

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
許
心
素
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
四
万
レ
ア
ル
も
の
資
金
を
前
貸
し
さ
れ
、
中
国
本
土
で
生
糸
を
仕
入
れ
て
、
台

湾
に
運
ん
で
オ
ラ
ン
ダ
側
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
許
心
素
は
所
定
の
期
日
に
な

っ
て
も
生
糸

を
引
き
渡
さ
な
い
た
め
、

オ
ラ

ン
ダ
船
が
彼
の
拠
点
で
あ

っ
た
厦
門

に
来
航
し
て
、
生
糸

の
引
き
渡
し
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
記
事
に
は
、
続
け
て
次

の
よ
う
に
あ
る
。

ま
た
右
シ
ム
ソ
ウ
は
福
州
に
連
れ
行
か
れ
し
が
、
彼
が
約
束
を
履
行
せ
ざ
り
し
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
人
が
ス
ヒ
ッ
プ
船
に
て
再
び
中
国
に

来
た
り
し
を
理
由
と
し
て
、
彼
よ
り
数
千
レ
ア
ル
を
搾
取
せ
ん
た
め
な
り
。
右
船
頭
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
は
我

ら
の
た
め
生
糸
数
千
ピ
コ
ル
を
準
備
し
あ
る
由
な
り

。

こ
れ

に
よ
れ
ば
、

一
六
二
五

(天
啓
五
)
年
に
、
許
心
素
は
福
建
当
局
に
よ

っ
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
福
州
に
連
行
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の

原
因
は
、
許
心
素
が
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
に
生
糸
を
引
き
渡
す
約
束
を
履
行
せ
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
契
約
の
履
行
を
求
め

て
中
国
に
再
来
航
し
た

た
め

で
あ

っ
た
。
福
建
当
局
は
、
許
心
素
の
契
約
不
履
行
が
オ
ラ
ン
ダ
船
の
福
建
来
航
を
招
い
た
責
任
を
理
由
と
し
て
、
彼
か
ら
数
千

レ
ア

ル
の
財
貨
を
徴
収
し
よ
う
と
し
て
、
福
州
に
彼
を
連
行
し
た
の
だ
と
い
う
。
以
上
の

『
バ
ダ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
永
積
氏

も
検
討
を
加
え
て
お
り
、
許
心
素
が
契
約
を
履
行
し
な

い
こ
と
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
総
督
は
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
い

る

。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
漢
文
史
料
に
も
関
連
す
る
記
事
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
い
き
さ

つ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

オ
ラ

ン
ダ
勢
力
が
膨
湖
諸
島
か
ら
台
湾
に
拠
点
を
移
し
た
後
、
天
啓
五
(
一
六
二
五
)
四
月
に
、
福
建
巡
撫
南
居
益
は

「条
陳
膨
湖
善
後
事
宜
」



と
い
う
題
奏
を
行

い
、
福
建
沿
海
に
お
け
る
海
寇

集
団

・
「
倭
寇
」
・
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
に
よ
る
密
貿
易
対
策
に

つ
い
て
提
言
し
た

。
こ
の

題
奏

に
は
、
「李
旦
が
信
頼
し
て
い
る
許
心
素
と
い
う
人
物
を
、
現
在
拘
留
し
て
い
る
」
と
い
う

}
節
が
あ
り

、
『
バ
ダ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』

も
伝

え
る
よ
う
に
、
こ
の
当
時
実
際
に
許
心
素
が
福
建
当
局
に
よ

っ
て
、
福
州
に
お
い
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ

ら
に
南
居
益
は
、

こ
の
題
奏
で
、
福
建

の
海
寇
集
団

・
「
倭
寇
」
・
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
と
の
結
び

つ
き
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。

姦
人
が
群
れ
て
倭
人
や
紅
毛
夷
に
付
き
従
い
、
倭
人
を
導
い
て
紅
毛
夷
を
助
け
、
紅
毛
夷
を
引
き
込
ん
で
倭
人
に
接
触
さ
せ
て
い
る
。

紅
毛
夷
は
交
易
で
手
に
入
れ
た
中
国
産
品
を
、
こ
と
ご
と
く
倭
寇

に
贈

っ
て
い
る
。
ま
た
、
倭
人
は
我
が
国
の
産
品
を
入
手
す
る
た
め

に
、
尽
力
し
て
紅
毛
夷
を
助
け
て
い
る
。
そ
し
て
倭
人
と
紅
毛
夷
は
海
寇

と
合
流
し
て
、
犯
す
こ
と
の
で
き
な

い
勢
い
と
な

っ
て
い
る

O

福
建
沿
海
で
は
海
寇

集
団
が

「
倭
寇
」
や

「紅
毛
夷
」
(オ
ラ
ン
ダ
人
)
と
結
託
し
て
密
貿
易
を
行
い
、
中
国
産
品
を
日
本
に
供
給
し
、
か

つ
彼
ら
が

}
体
化
し
て
海
賊
行
為
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
題
奏
に
よ
れ
ば
、
福
建
沿
海
の
海
防
を
統
括
す
る
福
建
総
兵
の
愈
春
皐
が
、
南
居
益
に
対
し
次
の
よ
う
な
海
寇

対
策
を
提
言

し
た
と
い
う
。
こ
の
兪
咨
皋

は
、

一
五
六
〇
年
代
に
戚
継
光
と
と
も
に
、
後
期
倭
寇

鎮
圧
に
大
き
な
功
績
を
挙
げ
た
、
福
建
総
兵
愈
大
猷
の

子
で
あ
る

。

泉
州
出
身
の
李
旦
は
、
久
し
く
日
本
に
滞
在
し
事
に
当
た

っ
て
い
る
。
李
旦
が
信
頼
し
て
い
る
許
心
素
を
現
在
拘
留
し
て
お
り
、
も
し

許
心
素
の
子
を
人
質
と
し
て
、
許
心
素
を
李
旦
の
元

へ
派
遣
し
、
功
績
を
立
て
て
贖
罪

す
る
よ
う
に
説
得
す
れ
ば
、
李
旦
は
我
々
に
従

い
、
紅
毛
夷
は
孤
立
す
る
だ
ろ
う

。

こ
こ
で
兪
咨
皋

は
、
平
戸
の
華
人
商
人
の
頭
目
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
日
明
中
継
貿
易
の
、
日
本
側
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な

っ
て
い
る
李
旦
を
、
明
朝
に
帰
順
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
を
孤
立
さ
せ
る
と
い
う
方
策
を
提
案

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
た
め
に
、
李
旦
の
信
任

の
厚
い
許
心
素
を
、
そ
の
子
を
人
質
と
し
た
上
で
李
旦
の
も
と

へ
派
遣
し
、
李
旦
が
明
朝

に
帰
順
す
る
よ
う
に
説



李

旦
の
没
後
、
許
心
素
は
彼

の
基
盤
を
受
け

つ
ぎ
、
度
門
を
拠
点
と
し
て
、
福
建
南
部
に
お
け
る
も

っ
と
も
有
力
な
海
商
/
海
寇

と
し
て

(
2
)

許
心
素
と
海
防
当
局

・
海
寇
集
団

・
沿
海
社
会

得
さ
せ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
と
海
寇

た
ち
と
の
密
貿
易
を
遮
断
し
、
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
を
孤
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
題
奏
に
よ
れ
ば
、
南
居
益
は
こ
の
兪
咨
皋

の
提
案
を
採
用
し
て
、
李
旦
の
招
撫
を
実
行
に
移
し
た
と
い
う
。
南
居
益
に
よ
れ
ば
、
そ

れ
に
よ

っ
て
李
旦
や
許
心
素
は
明
朝
に
帰
順
し
、
孤
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
は
膨
湖
諸
島
か
ら
退
去
し
て
台
湾

へ
移

っ
た
と
さ
れ
る

。
た

だ
し

『
バ
ダ
ヴ
イ
ア
城
日
誌
』

一
六
二
五
(天
啓
五
年
)
四
月
九
日
の
条
で
は
、
南
居
益
の
題
奏
と
は
逆
に
、
李
旦
が
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
と
の
交

渉
を
斡
旋
す
る
た
め
に
、
許
心
素
を
福
建
巡
撫
の
も
と

へ
派
遣
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る

。

な
お
李
旦
は
明
軍
に
帰
順
し
て
ま
も
な
く
、
天
啓
五
(
一
六
二
五
)年
八
月
に
、
本
拠
で
あ

っ
た
平
戸
で
死
亡
し
た
(辺
。
そ
し
て
許
心
素
は
、

頭
領
で
あ

っ
た
李
旦
の
死
に
よ
り
、
彼
が
掌
握
し
て
い
た
福
建
南
部
に
お
け
る
海
上
貿
易
の
基
盤
を
継
承
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
、

許
心
素
は
三
〇
隻
以
上
の
ジ

ャ
ン
ク
を

マ
ニ
ラ
に
派
遣
し
て
お
り
藝
、
海
上
貿
易
に
積
極
的
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
許
心
素
が
継
承
し
た
基
盤
は
、
平
戸
を
中
心
と
す
る
東
シ
ナ
海
域

一
帯
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
潭
州
湾

一
帯
を
中
心
と

し
た
、
福
建
南
部
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

や
が
て
平
戸
や
長
崎
な
ど
に
お
け
る
李
旦
の
基
盤
は
、
平
戸
に
お
い
て
李
旦
の
配
下
に
あ

っ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
折
衝
に
も
当
た

っ
て
い

た
、
鄭
芝
龍
に
よ

っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
鄭
芝
龍
は
、
さ
ら
に
福
建
沿
岸
や
台
湾
に
お
け

る
顔
思
斉

の
貿
易
基
盤

も
勢

力
下
に
収
め
て
、
し
だ

い
に
東
シ
ナ
海
全
域
に
わ
た
る
広
範
な
貿
易
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る

。
こ
う
し
て
李

旦
の
没
後
は
、
彼
が
掌
握
し
て
い
た
東
シ
ナ
海
域
の
貿
易
利
権
を
、
福
建
南
部
の
滝
州
湾

・
厦
門
を
主
要
拠
点
と
す

る
許
心
素
と
、
平
戸
を

主
要
拠
点
と
す
る
鄭
芝
龍
が
分
割
す
る
よ
う
な
形
勢
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
は
こ
の
両
者
が
、
李
旦
の
残
し
た
東
シ
ナ
海
域
貿
易
の
掌

握
を
め
ぐ

っ
て
、
対
抗
を

つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。



台
頭
し
て
い
く
。
そ
れ
で
は
、
彼
は
明
朝
の
海
防
当
局
、
他
の
海
寇
集
団
、
そ
し
て
沿
海
地
域
社
会
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
許
心
素
と
海
防
当
局
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
李
旦
の
没
後
も
、
許
心
素
は
引
き
続
き
福
建

の
海
防
当
局
と

の
結
び

つ
き
を
保
ち
、
天
啓
六

(
一
六
二
六
)
年
に
は
、
李
旦
の
帰
順
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
明
軍
か
ら
水
師
把
総

(総
兵
の
管
轄
下
に
あ
る

中
級

武
官
)
の
官
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る

。

さ

ら
に
こ
の
年
に
は
、
江
西
道
監
察
御
史

の
周
昌
晋
が
題
奏
し
て
、
許
心
素
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

天
啓
六
年
、
私
が
福
建
に
着
任
し
た
と
こ
ろ
、
四
月
に
は
楊
六

・
楊
七
が
海
上
を
横
行
し
、
わ
が
兵
船
を
燃

や
し
た
。
そ
の
討
伐
を

提
議
し
た
と
こ
ろ
、
楡
杏
皐
は
妊
棍

の
許
心
素

の
計
略
を
聴
き
入
れ
、
楊
六

・
楊
七
を
誘

っ
て
降
伏
さ
せ
た
。
福
建
巡
撫
朱
欽
相
は

便
宜
的
措
置
と
し
て
(楊
六
ら
に
)他

の
海
寇
を
討
た
せ
て
贖
罪

さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
私
は
懐
然
と
し
て
こ
れ
を
憂
い
た

。

す
な
わ
ち
、

一
六
二
六
年
四
月
、
福
建
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
海
寇

集
団
の
頭
領
で
あ
る
、
楊
六

・
楊
七
が
沿
海

を
横
行
し
、
明
軍
の
兵

船
を
攻
撃
し
た
の
に
対
し
、
許
心
素
は
福
建
総
兵
楡
杏
皐
に
対
し
、
彼
ら
を
明
軍
に
帰
順
さ
せ
、
他
の
海
寇
集
団
を
討
伐
さ
せ
て
罪
を
免
じ

る
よ
う
に
提
言
し
た
の
で
あ
る
。
水
師
把
総
の
武
官
職
を
得
た
許
心
素
が
、
福
建
沿
海
に
お
け
る
海
防
を
統
括
し
て

い
た
福
建
総
兵
兪
咨
皋

と
結

ん
で
、
海
寇

集
団
の
招
撫
を
主
導
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
で
、
明
軍
に
帰
順
し
て
か
ら
も
、
許
心
素
は
他
の
海
寇
集
団
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
保

っ
て
い
た
。
曹
履
泰

『靖
海
紀
略
』
に
は
、

こ
の
よ
う
な
海
寇

た
ち

の
動
向
に

つ
い
て
詳
し
い
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
靖
海
紀
略
』
は
、
曹
履
泰
が
天
啓
六

(
一
六
二
五
)
年
か
ら
崇

禎
三

(
一
六
三
〇
)年
に
か
け
て
、
福
建
泉
州
府
同
安
県
の
知
県
の
任
に
あ

っ
た
期
間
の
公
憤
集
で
あ
る

。
同
安
県

は
、
許
心
素
を
は
じ
め

と
す

る
海
商
/
海
寇

に
よ
る
活
動
の
中
心
で
あ

っ
た
滝
州
湾

の
北
岸
に
あ
り
、
『靖
海
紀
略
』
に
は
、
当
時
の
潭
州
湾
付
近
の
沿
海
社
会
や

海
寇

集
団
の
実
態
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。

天
啓
六
(
一
六
二
六
)年
、
曹
履
泰
は
福
建
按
察
使
過
廷
訓
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
上
言
し
て
い
る
。

憂
慮
さ
れ
る
の
は
、
賊
が
外
に
あ

っ
て
、
好
物
が
内
部
に
い
る
こ
と
で
あ
る
。
兪

総
兵

(
兪
咨
皋
)
の
腹
中
に
は
許
心
素
が
あ
り
、
許



心
素
の
腹
中
に
は
海
賊
の
楊
六
が
あ
る
。
…
…
討
伐
を
転
じ
招
撫
を
行
え
ば
、
い
ず
れ
は
そ
れ
を
利
得
と
し
て
、
兪
咨
皋

と
許
心
素
は

そ
れ
ぞ
れ
私
腹
を
満
た
し
、
落
着
と
す
る
だ
ろ
う
。
も
し
こ
う
し
た
招
撫
が
開
か
れ
れ
ば
、
海
上
の
盗
賊
は
楊
禄
(六
)
・
楊
策
(七
)だ

け
で
は
な

い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
乗
じ
て

「盗
賊
行
為
を
し
て
財
を
得
た
う
え
、
さ
ら
に
官
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
う
だ
ろ

う
。
今
は
ま
だ
招
撫
の
時
で
は
な
く
、
中
左
所
(
厦
門
)
の
片
地
は
つ
い
に
虎
狼
の
巣
窟
と
な

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
(電
。

曹
履
泰
に
よ
れ
ば
、
福
建
総
兵
兪
咨
皋

は
許
心
素
と
、
許
心
素
は
海
寇
楊
六

・
楊
七
と
癒
着
し
て
い
た
と
い
う
。
こ

の
た
め
許
心
素
の
提
言

に
よ

っ
て
楊
六

・
楊
七
を
帰
順
さ
せ
れ
ば
、
楡
杏
皐

・
許
心
素
が
楊
六

・
楊
七
と
の
癒
着
を
深
め
て
私
腹
を
肥
や
し
、
兪
咨
皋

.
許
心
素
の

本
拠

で
あ
る
厦
門

は
、
海
寇

の
拠
点
と
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
天
啓
七

(
一
六
二
七
)
年
ご
ろ
に
は
、
曹
履
泰
は
福
建
巡
撫
朱

一
爲
に
対
し
て
も
、
「
王
清
と
許
心
素
は
義

兄
弟

の
契
り
を
結
び
、

す
で
に
王
清
は
許
心
素
の
船
団
に
加
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
船
は
堅
牢
に
し
て
巨
大
、
果
た
し
て
こ
の
船
を
用
い
て
海
賊
を
討
ち
、
優
れ
た
船

で
あ
る
と
称
し
て
い
る
。
」
と
上
言
し
て
お
り

、
許
心
素
は
福
建
の
海
寇

で
あ
る
王
清
と
も
合
流
し
て
、
そ
の
堅
牢
な
巨
船
を
船
団
に
組

み
入
れ
て
い
た
と
い
う
。
同
時
期
に
曹
履
泰
は
朱

一
爲
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
上
言
も
行

っ
て
い
る
。

楊
禄
(六
)
と
楊
策

(七
)
は
と
も
に
許
心
素
の
根
拠
地
に
お
り
、
総
兵
(
兪
咨
皋
)
が
呼
び
出
し
て
も
出
て
こ
な
い
。
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
許
心
素
は
兵
を
集
め
て
自
衛
し
、
他
の
賊
も
に
わ
か
に
は
攻
撃
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
憂
う
べ
き
こ
と
で

あ
る

。

つ
ま
り
こ
の
時
点
で
明
朝
に
帰
順
し
た
楊
六

・
楊
七
は
許
心
素
の
根
拠
地
で
あ
る
厦
門

に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
総
兵
兪
咨
皋

は
十
分
な
統
率

を
行
わ
ず
、
彼
ら
が
兵
を
集
め
て
自
衛
す
る
に
任
せ
て
い
る
と
い
う
。
許
心
素
や
楊
六

・
楊
七
な
ど
の
海
寇
集
団
は
、
明
軍
に
帰
順
し
て
か

ら
も
、
海
防
当
局
の
直
接
的
な
統
制
を
う
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
海
上
勢
力
と
し
て
の
独
立
性
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
許
心
素
は
、
明
軍
に
帰
順
し
た
後
も
、
他
の
海
寇
勢
力
と
の
結
び

つ
き
を
維
持
し
、
形
式
的
に
は
明
の
海
防
体
制
に
組
み
入

れ
ら

れ
て
い
た
が
、
実
態
と
し
て
は
海
上
勢
力
と
し
て
の
独
立
性
を
維
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は

一
方
、
彼
は
福
建
南
部
の

沿
海

地
域
社
会
と
は
、
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
許
心
素
の
出
身
地
は
は

っ
き
り

し
な

い
が
、

一
説
に
よ



れ
ば
、
潭
州
湾
に
面
し
た
泉
州
府
同
安
県
充
龍

の
出
身
で
あ
る
と
い
う
(・。.。
彼
と
福
建
南
部
の
地
方
官
府
や
郷
紳
層
と
の
関
わ
り
を
具
体

的
に
示
す
史
料
は
乏
し
い
が
、
『
靖
海
紀
略
』
に
は
、
彼
の

一
族
が
福
建
南
部

の
地
域
社
会
で
、
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ

っ
た
の
か
を
示
す

い
く

つ
か
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

天
啓
七
(
一
六
二
七
)
年
ご
ろ
、
曹
履
泰
は
海
道
副
使
周
応
基
に
上
言
し
て
、
許
心
素
の
子
で
あ
る
許
基
は
、
当
時
国
子
監
生
で
あ

っ
た

と
述

べ
て
い
る

。
周
応
期
は
こ
の
許
基
を
通
じ
て
、
父
で
あ
る
許
心
素
が
海
賊

の
討
伐
に
努
め
る
よ
う
に
促
し
て

い
る
。
ま
た
崇
禎
元
(
一

六
二
八
)
年
に
は
、
曹
履
泰
は
福
建
巡
撫
熊
文
燦
に
上
言
し
て
、
許
心
素

の
別
の
子
で
あ
る
許

一
龍
は
、
潭
州
府
学

の
生
員
で
あ

っ
た
と
も

述
べ
て
い
る

。
許
心
素

の
二
人
の
男
子
は
、
監
生
や
生
員
の
身
分
を
得
て
、
士
人
層
の

一
端
に
連
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
許

一
龍
は
、
生
員
と
し
て
潭
州
府
の
士
人
社
会
と
か
か
わ
り
を
持

つ

一
方
で
、
他
の
海
寇
勢
力
と
結
ん
で
、
海
賊
行
為
に
も
関

与
し
て
い
た
と
い
う
。
曹
履
泰
は
許

一
龍
の
行
跡
を
、
次
の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。

巨
好
悪
種
で
あ
り
、
そ
の
悪
謀
は
測
り
難

い
。
李
魁
奇
の
契
子
で
あ
る
葉
我
珍
を
引
き
入
れ
て
、
多
く
の
仲
間
を
寄
せ
集
め
、
武
器
を

買
い
備
え
て
い
る
の
は
、
こ
こ
最
近
の
事
で
は
な
い

。

葉
我
珍
と
は
、
福
建

の
有
力
な
海
寇

で
あ

っ
た
李
魁
奇

の
義
子
で
あ

っ
た
人
物
で
あ
る
。
許

一
龍
は
彼
と
結
託
し
て
、
多
く
の
海
賊
を
集
め

武
器
を
蓄
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)年
に
は
、
許

一
龍
は
賊
数
百
を
率
い
て
、
同
安
県
沿
海
の
土
墨
を
攻

撃
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
り
逃
亡
し
て
い
る

。

こ
の
よ
う
に
許
心
素
の

一
族
は
、
他
の
海
寇
勢
力
と
結
び

つ
い
て
海
賊
行
為
に
も
関
与
し
て
い
た
が
、
そ
の
活
動

の
中
心
は
や
は
り
海
上

貿
易

で
あ

っ
た
。
永
積
氏
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
史
料
に
よ

っ
て
、
許
心
素

の
弟

(名
称
不
明
)
が
生
糸
を
積
載
し
て
長
崎
に
赴
い
て

い
た

こ
と
、
さ
ら
に
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
け
で
な
く
、
台
湾
北
部
に
駐
屯
す
る
ス
ペ
イ
ン
人
と
も
取
引
を
行

っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る

。
た
だ
し
、
そ
の
な
か
で
も
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
と
の
密
貿
易
が
重
要
な
比
重
を
占
め
て
い
た
よ
う
だ
。
曹
履
泰
は
、
分
巡
興
泉
道
票
善
継
に
対

し
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。



前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
許
心
素
は
天
啓
年
間
に
李
旦
の
基
盤
を
継
承
し
、
さ
ら
に
明
軍
に
帰
順
し
て
、
福
建
南
部
沿
海
に
お
け
る
も

っ
と
も
有
力
な
海
商
/
海
寇

へ
と
成
長
す
る
が
、
彼
の
海
上
勢
力
は
、
崇
禎
元

(
一
六
二
八
)
年
に
瓦
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
発
端
は
、

天
啓

七
(
一
六
二
七
)
年
の
、
潭
州
湾
に
お
け
る
鄭
芝
龍
の
海
寇
集
団
と
、
明
朝
水
軍
と
の
攻
防
戦
で
あ

っ
た
。
鄭
芝
龍
は
李
旦
の
没
後
、
台

湾

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
通
訳
を
勤
め
た
が
、

一
六
二
五
年
ご
ろ
に
は
台
湾
を
離
れ
、
そ
の
後
は
福
建

・
広
東
で
し
き
り
に
海
賊
行
為
を
行

っ

二

許

心

素

か

ら

鄭

芝

龍

へ
　

崇

禎

初

年

、

許

心

素

海

上

勢

力

の

凋

落

(
1
)

福
建
総
兵
愈
沓
暴
の
失
脚

本
職
が
紅
夷
を
勾
引
す
る
者
を
調
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
許
心
素
の
勢
力
が
最
も
大
き
か
っ
た
。
そ
の

一
族
の
許
心
旭
は
、
許
心
素

の

従
弟
で
あ
り
、
許
心
蘭

の
実
弟

で
あ
り
、
と
も
に
巨
好
を
勾
引
し
て
い
る

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
許
心
素
は
従
弟

の
許
心
蘭

・
心
旭
兄
弟
と
と
も
に
、
台
湾
の
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
を
潭
州
湾
地
域
に
誘
引
し
、
密
貿
易
を
行

っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
崇
禎
元

(
一
六
二
八
)
年
、
福
建
巡
撫
朱

一
漏
は
曹
履
泰
に
命
じ
て
、
許
心
素
た
ち
か
ら
不
正
に

蓄
え
た

「晦
銀
」
五
千
両
を
追
徴
さ
せ
て
い
る

。

こ
の
よ
う
に
許
心
素

の

一
族
は
、
監
生

・
生
員
と
し
て
泉
州

・
潭
州
地
域
の
士
人
社
会
に
も
連
な
る

一
方
で
、
福
建
南
部
の
海
寇
勢
力
と

結
び
付
い
て
海
賊
行
為
や
密
貿
易
に
も
関
与
し
、
か
つ
台
湾

の
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
を
潭
州
湾
方
面
に
誘
引
し
て
貿
易
を
行
い
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
富
を
蓄
積
し
、
福
建
南
部
沿
海
の
地
域
社
会
に
も
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
総
じ
て
許
心
素

は
、
明
軍
の
将
官
と
し

て
の
地
位
、
海
商
/
海
寇

と
し
て
の
独
自
性
、
地
域
社
会

の
有
力
者
と
し
て
の
勢
力
、
と
い
う
三

つ
の
側
面
を
備
え

て
い
た
と
い
え
よ
う
。

彼
は
海
商
と
し
て
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
く
わ
え
、
福
建
海
防
当
局

・
他
の
海
寇
集
団

・
台
湾

の
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
、
そ
し
て
福
建
南
部
の
沿
海

地
域
社
会
と
の
あ

い
だ
に
、
多
面
的
な
関
係
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



て
い
た
墾
。
福
建

の
海
防
を
統
括
す
る
福
建
総
兵
兪
咨
皋

は
、
潭
州
湾
に
お
い
て
鄭
芝
龍
の
海
賊
船
団
を
攻
撃
し
、
許
心
素
は
明
軍
水
師
把

総
と

し
て
こ
の
攻
防
戦
に
参
加
し
た
。
し
か
し
、
許
心
素
ら
は
戦
闘
中
航
路
を
喪
失
し
て
離
脱
し
、
明
軍
は
芝
龍
の
奇
襲
を
受
け
て
大
敗
し

た
の
で
あ
る
鐙
。
こ
の
攻
防
戦
に
お
い
て
、
兪
咨
皋

は
鄭
芝
龍
が
恭
順

の
意
を
示
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
闘
を
強
行
し
、
大
敗
を
招

い

た
と
し
て
非
難
さ
れ
た

。
そ
の
後
も
兪
咨
皋

は
、
鄭
芝
龍
の
追
撃
を
逃
れ
て
退
却
を
繰
り
返
し
た
よ
う
で
あ
る

。

翌
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)
年
正
月
、
潭
州
府
龍
渓
県
出
身
の
工
科
給
事
中
顔
継
祖
は
上
奏
し
、
兪
咨
皋

の
失
策
に
よ
り
明
朝
水
軍
の
大
敗
を

招
き
、
鄭
芝
龍

の
勢
力
が
強
大
化
し
た
こ
と
を
強
く
弾
劾
し
た

。
こ
の
弾
劾
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
福
建
の
海
防

を
統
括
し
て
き
た
愈
盗

皐
は

つ
い
に
失
脚
す
る
。

こ
の
上
奏
に
お
い
て
、
顔
継
祖
は
、
兪
咨
皋

が
行

っ
た
海
寇

招
撫
策
を
、
次

の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。

丙
寅

(天
啓
六
年
)
に
お
け
る
招
撫

の
議
と
は
、
実
は
賊
の
私
産
を
奪

っ
て
(
兪
咨
皋
の
)
私
産
に
充
て
る
こ
と
で
あ
り
、
(
兪
咨
皋
は
)

招
撫
を
懸
命
に
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
巡
按
御
史

の
周
昌
晋
や
布
政
使

・
按
察
使

の
諸
臣
は
、
そ
の
無
策
を
怪
し
ん
で
い
た
。
し

か
し
、
当
時

の
巡
撫
朱
欽
相
は
地
方
の
疲
弊
を
憐
れ
み
、
軍
を
動
員
す
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
、
兪
咨
皋

の
提

言
を
容
れ
、
楊
六

・
楊

七
を
招
撫
し
た
。
…
…
兪
咨
皋

は
、
海
上
の
賊
を
招
撫
し
て
こ
れ
を
海
上
に
放
置
し
、
終
始
分
別
も
無
く
、
(楊
六

・
楊
七
ら
が
)
商
民

を
劫
掠
す
る
の
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。
今
日
招
撫
し
て
官
職
を
授
け
た
と
思
え
ば
、
明
日
に
は
海
賊
行
為
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る

天
啓
六
(
一
六
二
六
)年
に
、
福
建
巡
撫
朱
欽
相
は
、
兪
咨
皋

の
提
言
に
よ
り
楊
六

・
楊
七
の
海
寇
勢
力
を
招
撫
し
た
。
兪
咨
皋

に
彼
ら
の

帰
順
を
働
き
か
け
た
の
は
許
心
素
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
海
寇

の
招
撫
は
む
し
ろ
彼
ら
の
活
動
を

助
長
す
る
結
果
と
な
り
、
鄭
芝
龍
と
の
攻
防
戦
に
お
い
て
は
、
「楊
六

・
楊
七
は

(戦
闘
に
)
関
わ
ら
ず
、
傍
観
し
て

い
た
」
だ
け
で
あ

っ
た

と
い
う

。

そ
し
て
顔
継
祖
は
、
「福
建
と
広
東
は
相
互
に
補
完
し
合

っ
て
お
り
、
広
東
に
危
機
が
及
べ
ば
福
建
も
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賊
が
も

し
順

風
に
乗
じ
て
来
襲
す
れ
ば
、
兪
咨
皋

を
拘
束
し
て
処
罰
す
る
他
に
手
段
は
無

い
と
考
え
ま
す
。
兪
咨
皋

の
罷
免

を
早
急
に
行
う
べ
き
で



天
啓
年
間
に
許
心
素
が
海
寇

集
団
や
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
結
託
を
指
弾
さ
れ
な
が
ら
も
、
水
師
把
総
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
え
た
の
は
、

総
兵
兪
咨
皋

の
庇
護
が
あ

っ
た
た
め
で
あ

っ
た
。
し
か
し
兪
咨
皋

の
失
脚
に
よ
り
、
許
心
素
も
ま
た
そ
の
地
位
を
失

い
、
そ
の
海
上
勢
力
も

凋
落
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

崇

禎
元

(
一
六
二
八
)
年
四
月
、
兵
部
は
許
心
素

・
楊
六
ら
に
対
す
る
弾
劾

の
題
奏
を
行

っ
た
。
こ
の
題
奏
に
お

い
て
、
江
西
道
監
察
御

史
周
昌
晋
は
、

「巨
好
」
許
心
素

の
罪
跡
を
次
の
よ
う
に
糾
弾
し
て
い
る
。

巨
妊
許
心
素
は
、
外
で
は
海
寇
と
通
じ
、
内
で
は
軍
情
を
漏
洩
し
、
私
的
な
海
上
貿
易
を
展
開
し
、
紅
夷
が
内

海
に
侵
入
し
て
も
、
官

兵
に
問

い
た
だ
さ
せ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
兪
咨
皋

の
混
迷
と
失
敗
は
、
み
な
許
心
素
が
招

い
た
の
で
あ
り
、
彼
を
処
刑
す

べ
き
で
あ
る
(ど
。

周
昌
晋
は
、
許
心
素
は
海
寇

と
気
脈
を
通
じ
て
軍
状
を
漏
洩
し
、
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
を
誘
引
す
る

「巨
奸
」
で
あ
り
、
兪
咨
皋

の
失
策
も
、
ひ

と
え

に
そ
の
配
下
に
あ

っ
た
許
心
素
に
由
来
す
る
と
し
て
、
彼
を
厳
罰
に
処
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
周
昌
晋
は
、
福
建
巡

撫
熊
文
燦
に
許
心
素

・
楊
六
ら
を
捕
縛
さ
せ
、
彼
ら
を
処
罰
し
て
福
建
沿
海

の
綱
紀
を
粛
正
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

周
昌
晋

の
弾
劾
は
裁
可
さ
れ
、
崇
禎
帝
は

「内
地
の
悪
辣
な
者
た
ち
を
除
か
な
け
れ
ば
、
絶
対
に
外
の
賊
た
ち
を
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

許
心
素

・
楊
六
ら
を
、
巡
撫
に
命
令
を
下
し
て
密
か
に
捕
ら
え
さ
せ
、
法
を
正
し
て
罪
を
定
め
る
よ
う
に
」
と
の
命
を
下
し

、
こ
れ
に
よ

っ
て
兵
部
は
、
福
建
巡
撫
熊
文
燦
に
、
許
心
素

・
楊
六
ら
を
す
み
や
か
に
逮
捕

・
処
罰
す
る
こ
と
を
指
示
し
た

。
朝
廷
に
よ
る
許
心
素

・

し
ょ
う
」
と
し
て
、

こ
う
し
た
自
体
を
放
置
す
れ
ば
、
福
建

・
広
東

一
帯
に
危
機
的
状
況
が
拡
大
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
兪
咨
皋

を
た
だ

ち
に
罷
免
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る

。
こ
の
顔
継
祖
の
弾
劾
に
よ

っ
て
、
兪
咨
皋

は
失
脚
し
て
獄
に
下
さ
れ
、
処
分
を
待

つ
こ
と
に

な

っ
た

(2
)

「巨
好
」
許
心
素
の
凋
落
と
戦
没



三

せ

め

ぎ

あ

う

海

商

/
海
寇

た

ち

崇

禎

年

間

、
福

建

南

部

の

海

商

/

海
寇

楊
六

の
逮
捕
命
令
を
う
け
て
、
実
際
に
彼
ら
の
追
討
に
当
た

っ
た
の
が
鄭
芝
龍
で
あ

っ
た
。
彼
は
す
で
に
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)
年
正
月
に
明

軍
に
帰
順
し
、
水
師
遊
撃

(参
将
の
下
に
あ
り
、
遊
軍
を
率

い
て
防
御
に
あ
た
る
)
の
官
位
を
得
て
い
た
の
で
あ
る

。

鄭
芝
龍
の
船
団
は
、
た
だ
ち
に
許
心
素
の
根
拠
地
で
あ
る
厦
門

を
襲
撃
し
た
。
こ
の
結
果
、
許
心
素
は
鄭
芝
龍
に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
、
処

刑
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
許
心
素

の
死
に
よ

っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
彼
に
前
貸
し
し
て
い
た
四
九
六
二
四
グ
ル
デ
ン
余
り
は
回
収
不
能
と
な

っ
て
し
ま

っ
た

。

厦
門

を
管
轄
す
る
同
安
県
同
知
の
曹
履
泰
は
、
福
建
右
布
政
使
陸
之
棋
に
対
し
て
、
鄭
芝
龍

の
許
心
素
攻
撃
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
報

告
し
て
い
る
。

許
心
素
が
鄭
弁

(鄭
芝
龍
)
に
殺
害
さ
れ
た
の
は
、
伝
え
聞
く
に
真
実
の
よ
う
で
あ
る
。
…
…
許
心
素

の
次
男
で
あ
る
許

一
龍
は
獄
中
で

死
亡
し
、
長
男
の
許
楽
天
は
遠
方
に
逃
れ
た
よ
う
で
あ
る

。

こ
う
し
て
、
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)
年
、
許
心
素
は
鄭
芝
龍
の
攻
撃
を
受
け
て
敗
死
し
、
彼
の
海
上
勢
力
は
瓦
解
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
李
旦

か
ら
許
心
素

へ
と
引
き
継
が
れ
た
福
建
南
部
に
お
け
る
海
上
貿
易

の
実
権
は
、
完
全
に
鄭
芝
龍
の
手
中
に
移
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

許
心
素
は
、
福
建
総
兵
兪
咨
皋

の
庇
護
を
後
ろ
盾
と
し
て
、
楊
六

・
楊
七
な
ど
の
海
寇
集
団
と
結
託
す
る
と
と
も
に
、
福
建
海
防
当
局
と

も
癒
着
し
、
貿
易
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
海
賊
行
為
に
も
関
与
し
た
。
た
だ
し
こ
う
し
た
許
心
素

の
活
動
は
、
多
分
に
兪
咨
皋

の
庇

護
と

い
う
個
人
的
関
係
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
脆
弱
性
も
孕
ん
で
い
た
。
兪
咨
皋

が
失
脚
し
、
対
抗
勢
力
で
あ

っ
た
鄭
芝
龍
が

明
軍
に
帰
順
す
る
と
、
政
治
的
庇
護
を
失

っ
た
許
心
素
の
海
上
勢
力
は
も
ろ
く
も
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。



鄭
芝
龍
が
明
軍
に
帰
順
し
た
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)
年
ご
ろ
、
彼
に
匹
敵
す
る
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
海
商
/
海
寇

の
中
に
、
李
魁
奇

・
鐘

斌
が

い
る
。
彼
ら
は
時
に
は
鄭
芝
龍

の
仲
間
で
あ
り
、
時
に
は
鄭
芝
龍
に
対
抗
す
る
た
め
連
携
し
、
ま
た
時
に
は
対
立
し
た
。
こ
の
三
者
間

の
複
雑
な
相
互
関
係
に

つ
い
て
は
、
張
増
信
氏
な
ど
が
論
及
し
て
お
り

、
三
者
が
福
建
南
部

の
密
貿
易
活
動
の
実
権
を
め
ぐ
り
、
は
げ
し

く
抗
争
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
曹
履
泰

『
靖
海
紀
略
』
に
は
未
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
関
連
史
料
も
散
見
す
る
。

そ
の
た
め
本
項
で
は
、
『
靖
海
紀
略
』

の
関
連
記
事
を
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
検
討
し
、
三
者
間
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
時
系
列
的
に
整

理
し
て
叙
述
し
た
い
。

李
魁
奇
は
、
福
建
泉
州
府
恵
安
県
出
身

の
海
商
/
海
寇

で
あ
る
。
彼
は
漁
船
を
糾
合
し
て
、
商
船
に
海
賊
行
為
を
行

っ
て
い
た

。
た
だ

し
、
部
下
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
保
持
し
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
李
魁
奇

の
統
率
力
は
強
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

。
当
初
李
魁
奇
は
鄭
芝

龍
の
仲
間
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
に
鄭
芝
龍

の
軍
団
か
ら
出
奔
し
、
独
立
す
る
。
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)
年
ご
ろ
、
曹
履
泰
は
福
建
巡
撫
朱

一
馬

に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
上
言
し
て
い
る
。

鄭
芝
龍
の
一
党
は
解
散
し
、

つ
い
に
追
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
目
下
約

一
万
人
が
未
だ
解
散
し
て
い
な
い
。
…
…
陳
衷
紀

・
李
魁
奇
は

そ
れ
ぞ
れ
異
心
を
抱
き
、
三
分
の

一
の
船
隻
を
率
い
て
出
奔
し
た
。
海
寇

李
梅
宇

・
陳
盛
宇
ら
を
糾
合
し
、
紅
夷
を
引
き
入
れ
て
害
を

為
し
て
い
る

.

李
魁

奇
は
三
分
の

一
ほ
ど
の
勢
力
を
率

い
て
、
芝
龍
の
下
か
ら
独
立
し
た
。
そ
し
て
海
寇

た
ち
と
連
携
し
、
オ
ラ

ン
ダ
勢
力
と
密
貿
易
を

お
こ
な

っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
李
魁
奇
は
鄭
芝
龍
か
ら
独
立
し
、
鐘
斌
と
合
流
す
る
。
鐘
斌
は
出
身
地
不
明
の
海
商
/
海
寇

で
あ
り
、
福
建
南
部
を
中
心
に

活
動

し
て
い
た

。
天
啓
六

(
一六
二
六
)
年
ご
ろ
に
は
、
許
心
素

の
庇
護
者
で
あ

っ
た
福
建
総
兵
兪
咨
皋

か
ら
銃
六
〇
門
を

「給
与
」
さ
れ

(1
)

李
魁
奇

・
鐘
斌
と
鄭
之
龍



て
お
り

、
福
建
海
防
当
局
と
の
と
の
つ
な
が
り
が
窺
え
る
。

た
だ
し
李
魁
奇
と
鐘
斌
の
連
携
は
、
そ
れ
ほ
ど
良
好
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
崇
禎
二
(
一
六
二
九
)
年
ご
ろ
、
曹
履
泰
は
福
建
巡
撫

熊
文
燦
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
上
言
し
て
い
る
。

叛
賊
李
魁
奇
と
陳
盛
宇

・
周
三

・
鍾
斌
ら
は
、
船
団
を
す
で
に
合
流
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
思
惑
は

一
致

せ
ず
、
合
流
す
る
も
す

ぐ
に
離
反
し
て
お
り
、
間
隙
に
乗
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
日
李
魁
奇
は
南
漢
島

の
鄭
参
戎
(鄭
芝
龍
)
に
書
状
を
送
り
、
投
降
の
意
を

示
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
周
三

・
鍾
六
(鍾
斌
)
ら
を
捕
縛
し
て
功
績
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
賊
の
態
度

は
変
幻
し
、
総
じ
て
信

じ
難

い

。

こ
れ

に
よ
れ
ば
、
李
魁
奇
は
鍾
斌
ら
と
合
流
し
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
連
携
が
取
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
李
魁
奇
は
鄭
芝

龍
に
書
状
を
送

っ
て
投
降

の
意
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
真
意
は
定
か
で
は
な
く
、
に
わ
か
に
は
信
じ
か
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

や
が
て
、
鍾
斌
は
李
魁
奇
と
訣
を
分
か

っ
た
。
崇
禎
二
(
一
六
二
九
)
年
ご
ろ
、
曹
履
泰
は
海
道
副
使
徐
応
秋
に
対
し
、
「鍾
斌
は
十

一
月

二
十
七
日
大
鳥
船
十
八
隻
を
率
い
、
李
魁
奇
に
叛
い
て
去

っ
た
。
鍾
斌
の
船
は
本
県

(同
安
県
)
の
金
門
地
方
に
停
泊

し
て
い
る
。
俳
徊
し
て

形
勢
を
視
、
鄭
芝
龍
に
投
降
を
図

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
未
だ
果
た
せ
て
い
な
い
」
と
報
告
し
て
い
る

。

つ
ま
り
、

鍾
斌
は
李
魁
奇
の
も
と

を
去
り
、
同
安
県
金
門
島
付
近
に
停
泊
し
た
。
さ
ら
に
、
鍾
斌
は
鄭
芝
龍
の
下
に
身
を
投
じ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
両

者
の
離
反
は
鄭
芝
龍
が
画
策
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
張
増
信
氏
が
指
摘
し
て
い
る

。
そ
し
て
崇
禎
三
(
一
六
三
〇
)
年
、
鄭
芝
龍
に

よ

っ
て
、
李
魁
奇
は
撃
破
さ
れ
た
。
曹
履
泰
が
福
建
巡
撫
熊
文
燦
に
対
し
て
、
「実
際
に
鍾
斌
が
先
鋒
と
な
り
」
と
上
言
し
て
い
る
よ
う
に

、
鍾
斌
は
鄭
芝
龍

の
先
鋒
と
な

っ
て
李
魁
奇
を
捕
縛
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
鍾
斌
は
鄭
芝
龍
と
も
挟
を
分
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
崇
禎
二
(
一
六
二
九
)
年
ご
ろ
、
曹
履
泰
は
福
建
巡
撫
熊
文
燦
に
対
し
、
「鍾

斌
は
再
び
船
団
を
率

い
て
南
下
し
た
。
海
寇

を
追
捕
す
る
と
称
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
偽
り
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

こ
の
賊
は
非
常
に
狡
猜

で
あ
り
、

つ
い
に
官
軍
の
た
め
に
働
こ
う
と
は
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る

。
す
な
わ
ち
、
鍾
斌

は
海
寇

を
追
捕
す
る
と

称
し
、
鄭
芝
龍
の
下
か
ら
出
奔
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
や
が
て
崇
禎
四
(
一
六
三

一
)年
に
は
、
鍾
斌
も
ま
た
、
鄭
芝
龍
に
よ

っ
て
撃
破
さ



鄭
芝
龍
を
は
じ
め
、
崇
禎
期
の
海
商
/
海
寇

た
ち
の
活
動
は
、
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城
日
誌
』
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
史
料

の
中
に
も
し
ば
し
ば
記

さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
オ
ラ
ン
ダ
史
料
中
の
海
商
/
海
寇

た
ち
が
、
漢
文
史
料
中
の
ど
の
人
物
に
比
定
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
未
だ
確
固
た
る
定
説
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
オ
ラ
ン
ダ
史
料
と
漢
文
史
料
を
対
比
し
、
私
見
を
述
べ
て
み
た

い
。
検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
劉
香

・
鍾
斌

・
李
魁
奇
で
あ
る
。

ま
ず
、
劉
香
で
あ
る
。
林
仁
川

・
鄭
広
南
両
氏
が
提
唱
す
る
よ
う
に

、
劉
香
は
、
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城
日
誌
』
に
散
見
す
る
ヤ
ン
グ
ラ
ウ

J
a
n
g
 
L
a
w

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
バ
ダ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
』
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ラ
ウ
の
事
蹟
は
、
そ
の
勢
力
の
強
大
さ
や
鄭
芝
龍
と
対
立

し
て

い
た
こ
と
な
ど
、
漢
文
史
料
に
お
け
る
劉
香
の
そ
れ
と
よ
く
合
致
し
て
い
る

。
さ
ら
に
、
劉
香
の
通
称
で
あ
る

「劉
老
」
の
閲
南
音

は
L
i
u
 
L
a
u

(近
代
音

・
現
代
音
L
i
a
u
 
L
a
u

)
で
あ
り

、
ヤ
ン
グ
ラ
ウ
J
a
n
g
 
L
a
w

の
音
韻
と
似
通

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
劉
香
が

ヤ
ン
グ
ラ
ウ
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

次

に
、
鍾
斌
で
あ
る
。
鍾
斌
は

『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城
目
誌
』
・
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』

に
散
見
す
る
、
タ
ウ

ツ
ア
イ
ラ
ク
T
o
u
 
T
s
a

i
 
L
a
c
k

(
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
で
は
ト
ー
セ
イ
ラ
ク
と
表
記
)
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
管

見
の
限
り
、
タ
ウ
ツ
ア

イ
ラ
ク
に

つ
い
て
具
体
的
な
漢
字
名
の
比
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
史
料

・
漢
文
史
料
双
方

を
参
照
し
、
タ
ウ
ツ
ア

イ
ラ
ク
は
鍾
斌
で
あ
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
た
い
。

れ
た
藝
。

こ
の
よ
う
に
、
李
魁
奇

・
鍾
斌
は
鄭
芝
龍
と
は
独
立
し
た
海
上
勢
力
で
あ
り
、

一
時
的
に
連
携
を
図

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
芝
龍

の
勢
力

拡
大
に
と
も
な

い
、
招
撫
を
受
け
て
彼
の
傘
下
に
入
っ
た
。
や
が
て
、
両
者
と
も
芝
龍
の
元
を
離
れ
た
が
、
明
軍
に
帰
属
し
て
勢
力
基
盤
を

拡
大

し
て
い
た
鄭
芝
龍
に
よ

っ
て
、
相
次
い
で
撃
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(2
)

オ
ラ
ン
ダ
史
料

・
漢
文
史
料
に
み
え
る
海
商
/
海
寇



『
バ
ダ

ヴ

イ

ア
城

日

誌
』

「
六

三

一
(崇

禎

四
)
年

四
月

末

日
条

に

は

、

タ

ウ

ツ

ア
イ

ラ

ク

に

関

し

て

次

の
よ

う

な

記

事

が

あ

る
。

タ

イ

オ

ワ

ン

よ

り
中

国

ワ

ン
カ

ン
船

一
艘

当

地

に
着

き

た

り
。

同
船

は

去

る

十

七

日
同

地

を

発

し
、

瓦

お

よ

び

粗

磁

器

を

積

み
来

た

れ

り

。

同

船

に

よ

り

、

一
官

(鄭

芝

龍

)
が

海

賊

タ

ゥ

ツ

ア
イ

ラ

ク
T
o
u
 
T
s
a
i
 
L
a
c
k

の
艦

隊

を

敗

走

せ

し

め

、

タ

ゥ

ツ

ア

イ

ラ

ク

は

一
官

の
手

に

陥

ら

ざ

ら

ん

た

め
、

海

に

投

じ

て

溺

死

せ

る
由

を

承
知

せ

り

。

崇

禎

四

(
一
六

三

一
)
年

、

タ
ウ

ツ

ア

イ

ラ

ク

が

鄭

芝

龍

に

敗

北

し
、

溺

死

し

た

と

い
う

の

で
あ

る
。

一
方

、

『
崇

禎

長

編

』

巻

四

二
、

崇

禎

四
年

正

月

丙
申

条

に

は

、

鐘

斌

に
関

し

て
次

の

よ

う

な

記

事

が

あ

る

。

正

月

二

十

一
日

に

は
鄭

芝

龍

は

烈

当

城

よ

り

出

兵

し
、

翌

日
古

雷

湾

に

到

着

し

、

鐘

斌

の
船

が

南

襖

宮

前

に

潜

ん

で

い
る

の
を

察

知

し

た
。

芝

龍

は

四

鼓

(
午

前

一
～

三

時

)
に

兵

を

分

け

て
進

撃

し
、

鐘

斌

も

ま

た

隊

を

分

け

て
防

御

に

あ

た

っ
た
。

芝

龍

の
船

団

が

到

着

し

て
包

囲

攻

撃

す

る
と

、

鐘

斌

は

一
隻

で

外

洋

に

逃

亡

し
、

飛
ぶ

よ

う

に
逃

げ

去

っ
た

。

崇

禎

四

(
一
六

三

一
)
年

正
月

、
南

漢

島

に

停

泊

し

て

い

る
鐘

斌

の
艦

隊

を

鄭

芝

龍

が

攻

撃

し
、
逃

亡

し

た

こ
と

が

わ

か

る
。
さ

ら

に

『
明

史

』

に

は
、

鐘

斌

に

つ
い

て
次

の

よ
う

な

記
事

が

あ

る

。

鐘

斌

は

当

初

は

招

撫

に
応

じ

た

が

、

の
ち

に

再

び

叛

き

、

福

州

を

襲

撃

し

た
。

(熊

)
文

燦

は
鐘

斌

を
泉

州

に

誘

引

し

、

(鄭

)
芝

龍

に
襲

撃

さ

せ

、

こ
れ

を

破

っ
た
。

鐘

斌

は

外

洋

に

追

い
詰

め

ら

れ

、

海

に
身

を

投

げ

て
死

ん

だ

。

『
バ
ダ

ヴ

ィ

ア
城

日
誌

』

と

『
崇

禎

長

編

』
・
『
明

史

』

の
記

事

を

対

照

す

れ
ば

、

タ

ウ

ツ

ア
イ

ラ

ク
が

鐘

斌

で

あ

っ
た

こ
と

は

疑

い
な

い
。

た

だ

し

、

『
バ

ダ

ヴ

ィ

ア

城

日
誌

』

に

い
う

タ

ウ

ツ

ア

イ

ラ

ク
T
o
u
 
T
s
a
i
 
L
a
c
k

と

、

「鐘

斌

」

の
閲

南

音

房

ま

コ
σq
て
旨

(近

代
音
T
s
h
i
u
n
g

P
i
a
n

・
現

代

音
T
s
h
u
n
g
 
P
i
n

)
で

は
音

韻

が

か

け

離

れ

て

い
る

。

お

そ

ら

く

、

タ

ウ

ツ

ア

イ

ラ

ク
T
o
u
 
T
s
a
i
 
L
a
c
k

は

、
鐘

斌

の
通

称

で
あ

る

「鐘

六

」

を

指

し

て

い

る

の

で

は

な

い
か

。

「鐘

六

」

の
閲
南

音

は
T
s
i
o
n
g
 
L
a
k

(近

代

音
T
s
h
i
u
n
g
 
L
i
a
u

・
現

代

音
T
s
h
u
n
g
 
L
i
a
u

)
で
あ

り
、

ツ

ア
イ

ラ

ク
T
s
a
i
 
L
a
c
k

の
部

分

と

一
致

し
う

る
。

残

る

タ

ゥ
T
o
uに

つ

い
て

は

不

確

実

だ

が

、

「頭
T
h
a
u(
近

代

音

・
現

代

音
T
h
a
u)
」

や

「
次
晋
。
(
近

代

音

吾

⊆
・
現

代

音
T
a
u)
」

と

い

っ
た

、
海
寇

に

関

連

す

る

呼

称

に

由

来

す

る

の
か

も

し
れ

な

い
。

「頭

」

鐘

六

と

す

れ

ば

、

音

韻

の
点

か

ら

も

、

鐘

斌

に

比
定

で

き

る
。

総

じ

て
、

史

料

・
音

韻

の
点

か

ら

、

タ

ウ

ツ

ア
イ

ラ

ク

は
鐘

斌

を
指

し

て

い
る

と

考

え

ら

れ

る



お

わ

り

に

一
五
六
〇
年
代
以
降
、
東
南
沿
海
で
は
多
く
の
海
商
/
海
寇

た
ち
が
興
亡
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
ら
は

一
六
三
〇
年
代
後
半
に
は
鄭
氏
勢
力

の

で
あ

る
。

最

後

に

、
李

魁

奇

で
あ

る
。
李

魁

奇

は

『
バ
ダ

ヴ

ィ
ア

城

日
誌

』
・
『
平

戸

オ

ラ

ン
ダ

商

館

日
記

』
に
散

見

す

る
、
キ

チ

ク
Q
u
i
 
T
s
i
 
C
q

(
『
平

戸

オ

ラ

ン
ダ

商

館

日

記
』

で

は

ク

イ

ツ

イ
ク

と

表

記

)
で

は
な

い
か

と

考

え

ら

れ

る

。

た

だ

し
管

見

の
限

り
、

キ

チ

ク

に

つ
い

て

具

体

的

な

漢

字

名

の

比
定

は

な

さ

れ

て

い
な

い
。

し

か

し
、

『
平

戸

オ

ラ

ン
ダ

商

館

日

記
』

所

収

「
ク

ー

ン
ラ

ー

ト

・
ク

ラ

ー

メ

ル

の

日

記

」

の

一
六

三

〇

(崇

禎

三

)
年

一
〇

月

八

日
条

に

は

、

ク

イ

ツ

イ

ク

に

関

し

て

次

の
よ

う

な

記

事

が

あ

る
。

夕

方

、

会

社

の
銀

吹

師

の

シ
ナ

人

三
官

の

通

詞

が

、

我

々
を

訪

ね

て
来

た

。

彼

は

我

々
に

シ
ナ

人

か
ら

聞

い

た

話

を
伝

え

た

。

即

ち

シ

ナ

人

の
海

賊

ク

イ

ツ

ィ
ク

は

他

の

シ
ナ

人

カ

ピ

テ

ン
に

殺

さ

れ

、

彼

は

ク

イ

ツ

ィ
ク

の
地

位

を

受

継

ぎ

、

ト

ー

セ

イ

ラ

ク

と

呼

ば

れ

る

o

こ
れ

に

よ

れ

ば

、

ク

イ

ツ

ィ
ク

な

る
海

賊

が

ト

ー

セ

イ

ラ

ク

に

殺

害

さ

れ

た

と

い
う

の

で
あ

る

。

前

述

し

た

よ

う

に

、
崇

禎

三

(
一
六

三

〇

)

年

、

李

魁

奇

は
鐘

斌

に

よ

っ
て
撃

破

さ

れ

て

い

る
。

こ

こ
で

、

ト

ー

セ

イ

ラ

ク

(タ

ウ

ツ

ア

イ

ラ

ク

)
を

鐘

斌

に
、

ク

イ

ツ

ィ
ク

(
キ

チ

ク

)
を

李

魁

奇

に

比
定

す

れ
ば

、

記

事

の
内

容

は
漢

文

史

料

と
合

致

す

る

。

さ

ら

に
、

李

魁

奇

の
別

名

で
あ

る
、

「
李

芝

奇

」

の
閲

南

音
L
i
 
T
s
i
 
K
i

(
近

代

音
l
,
i
 
T
s
i
 
k
i

・
現

代

音
L
i
 
T
s
i
 
T
s
i

)
は

、

キ

チ

ク
Q
u
i
 
T
s
i
 
C
q

の
音

韻

と

か

な

り

の
程

度

一
致

し

て

い

る
。

こ

れ

ら

の
事

か
ら

、

李

魁

奇

は

キ

チ

ク

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。

こ

の
よ

う

に
、

オ

ラ

ン
ダ

史

料

を

漢

文

史

料

と

対

照

し

て

検

討

す

る

こ
と

に

よ

り

、

従

来
具
体

的

な

比
定

が

な

さ

れ

て

い
な

か

っ
た

、

タ

ゥ

ツ

ア

イ

ラ

ク
T
o
u
 
T
s
a
i
 
L
a
c
k

(
ト

ー

セ

イ

ラ

ク
)
は

鐘

斌

に
、

キ
チ

ク
Q
u
i
 
T
s
i
 
C
q

(
ク

イ

ツ

イ
ク

)
は
李

魁

奇

に

、

そ

れ

ぞ

れ

比

定

す

る

こ
と

が

可
能

な

の
で

あ

る

。



へ
と
収
敏
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
彼
ら
は
単
な
る
海
寇

で
は
な
く
、
海
商
と
し
て
密
貿
易
を
展
開
し
、
し
ば
し
ば
沿
海
社
会
や

海
防
当
局
と
密
接
な
関
わ
り
を
持

っ
て
い
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
、
許
心
素
や
鐘
斌
ら
崇
禎
期
の
海
商
/
海
寇

た
ち
は
、
そ
の
典
型
的
な
事

例
と

い
え
よ
う
。
と
く
に
許
心
素
は
、

一
六
二
〇
年
代
後
半
に
李
旦
の
基
盤
を
継
承
し
、
福
建
総
兵
兪
咨
皋

の
庇
護

の
も
と
に
、
福
建
南
部

に
お

い
て

一
定
の
勢
力
を
構
築
し
た
。
彼
は
多
様
な
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
、
相
互
の
利
害
関
係
を
調
整
す
る

「ブ

ロ
ー
カ
ー
」
的
な

性
格
を
持

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

J
o
h
n
 
E
 
W
i
l
l
s

氏
は
、
明
末
清
初

の
中
国
沿
海
地
域
に
お
け
る
商
業
/
軍
事
的
指
導
者
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
①
海
商
、
②
仲
介
者

(プ

ロ

ー
カ
ー
)
、
③
軍
事
的
指
導
者
と
い
う
三

つ
の
性
格
を
兼
ね
備
え
、
王
直

・
鄭
芝
龍

・
鄭
成
功

の
よ
う
に
、
商
業
の
利
潤
と
艦
隊
の
軍
事
力

を
結

合
さ
せ
て
海
上
商
業
/
軍
事
勢
力

へ
と
成
長
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
憲
。
許
心
素
も
ま
た
、
①
海
商
、
②
仲
介
者
(ブ

ロ
ー
カ
ー
)
、

③
軍
事
的
指
導
者
、
と

い
う
三

つ
の
役
割
を
兼
ね
備
え
た
、
明
末
期
の
福
建
南
部
に
お
け
る
商
業
/
軍
事
的
指
導
者

の

一
人
で
あ

っ
た
。
た

だ
し
、
許
心
素
の
勢
力
基
盤
は
福
建
南
部
に
限
定
さ
れ
、
商
業
/
軍
事
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
比
較
的
限
定
さ
れ
た
海
域
に
と
ど
ま

っ
て
い

た
。

一
方
で
、
対
抗
勢
力
で
あ
る
鄭
芝
龍
は
福
建
南
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
平
戸
な
ど
の
九
州
諸
港
や
台
湾
の
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
な
ど
も
含
む
、

よ
り
広
範
な
貿
易
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

っ
て
い
た
。
ま
た
許
心
素
の
海
上
勢
力
は
、
福
建
沿
海

の
海
防
を
統
括
し
て
い
た
兪
咨
皋

の
庇
護
に

依
存

す
る
部
分
が
多
く
、
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)年
に
お
け
る
兪
咨
皋

の
失
脚
に
よ
り
そ
の
庇
護
を
失
う
と
、
ま
も
な

く
鄭
芝
龍
に
圧
倒
さ
れ

て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
三
〇
年
代
後
半
に
は
、
鄭
芝
龍
は
東
南
沿
海
に
お
け
る
海
上
貿
易
の
実
権
を
ほ
ぼ
完
全
に
掌
握
し
、
厦
門

を
中
心
と
し
て
台
湾

・
日

本

・
東
南
ア
ジ
ア
に
及
ぶ
、
広
範
な
貿
易
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
軍
事
的
に
も
明
軍
の
水
師
遊
撃
と
し
て
明
軍
に
帰
属
し

な
が
ら
も
、
実
質
的
に
は
ほ
ぼ
自
立
し
た
海
上
勢
力
を
築
き
上
げ
、
許
心
素
の
よ
う
に
特
定
の
庇
護
者
に
依
存
す
る
必
要
性
は
無
く
な

っ
て

い
た
。

こ
う
し
て
、
海
商
/
海
寇

た
ち
が
せ
め
ぎ
合
う
状
況
は
終
焉
を
迎
え
、
約
五
〇
年
間
に
わ
た
る
鄭
氏
海
上
勢
力
の
時
代
が
幕
を
開
け

る
こ
と
に
な
る
。



(
1
)

岩
生
成

一

「明
末
日
本
僑
寓
支

那
人
甲
必
丹
李
旦
考
」

(
『
東
洋
学

報
』

二
三
-

三
、

一
九

三
六
年
)
。

(
2
)

永
積
洋

子

『
近
世
初
期

の
外
交
』

(創

文
社
、

一
九
九
〇
年
)
、

同

「
十
七
世
紀

の
東

ア
ジ

ア
貿
易
」

(浜
下
武
志

・
川
勝
平
太
編

『
ア
ジ

ア
交
易
圏
と

日
本

工
業

化

一

一
五
五
〇

一
九
九
〇
』
、
リ
ブ

ロ
ポ
ー
ト
、

一
九

九

一
年
)
。

(
3
)

林
仁

川

『
明
末
清
初
私
人
海
上
貿
易
』

(華
東
師
範
大
学
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
。

(
4
)

張
増
信

『
明
季
東
南
中
国
的
海
上

活
動

(上
)
』

(中
国
学
術
著
作
奨

助
委

員
会
、

一
九
八

八
年
)
。

(
5
)

鄭
広
南

『
中
国
海
盗
史
』

(華
東

理
工
大
学
出
版
社
、

一
九
九

九
年

)。

(
6
)

松
浦
章

『
中
国

の
海
賊
』

(東
方
書

店
、

一
九
九
五
年
)
、
同

『
東

ア
ジ

ア
海
域

の
海
賊
と
琉
球
』

(棺

樹
書
林
、

二
〇
〇

八
年
)
。

(
7
)

『
バ
ダ
ヴ

イ
ア
城

日
誌
』

に
は
、
明
末
東
南

沿
海

の
海
商
/
海
寇

に

つ
い
て
の
有
用
な
記
事
が
散

見
し

て
い
る
。
本

稿

で
は
邦
訳

と
し
て
、
村
上
直

次
郎

訳
注

・
中
村
孝
志
校
注

『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城
日
誌
』
全

三
冊

(平

凡
社
、

一
九
七
〇
～
七

五
年
)
を
用

い
る
。

(
8
)

『
バ
ダ

ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』

一
六
二
五
年
四
月
六

日
条

(
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城
日
誌
』
第

一
巻
、

六
七
頁
)
。

(
9
)
J
o
h
n
 
 
E
.
 
W
i
l
l
s
 
J
r
.
,
 
"
M
a
r
i
t
i
m
e
 
C
h
i
n
a
 
f
r
o
m
 
W
a
n
g
 
C
h
i
n
 
t
o
 
S
h
i
h
 
L
a
n
g
:
 
T
h
e
m
e
s
 
i
n
 
P
e
r
i
p
h
e
r
a
l
 
H
i
s
t
o
r
y
"
,
 
J
o
n
a
t
h
a
n
 
D
.
 
S
p
e
n
c
e

&
 
J
o
h
n
 
E
.
 
W
i
l
l
s
 
J
r
.
 
e
d
s
,
 
F
r
o
m
 
'
W
i
n
g
 
t
o
 
C
h
i
n
g
:
 
C
o
n
q
u
e
s
t
,
 
R
e
g
i
o
n
,
 
a
n
d
 
C
o
n
t
i
n
u
i
t
y
 
i
n
 
S
e
v
e
n
t
e
e
n
t
h
-
c
e
n
t
u
r
y
 
C
h
i
n
a
,
 
Y
a
l
e
 
U

n
i
v
.
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
7
9
,
 
p
p
2
1
6
-
2
1
8
.

張
増

信

『
明
季

東
南

中
国
的
海
上

活
動

(上
)
』

=

二
人
～

一
四
四
頁
。
永
積
洋

子

『
近
世
初
期

の
外
交
』

=
二

七
～

一
四
〇
頁
。
楊
国
禎

「鄭
成
功

与
海
洋
社
会
権
力
的
整
合

」
(国
立
政
治
大
学
文
学
院
編

『
中
国
近
代
文
化
的
解
構
与
重
建

』
、
政
治
大
学
文
学
院
、

二
〇
〇
三
年
)
二
四
六
～

二
五

　
頁
。

(
10
)

楊

国
禎

「鄭
成
功
与
海
洋
社
会
権

力
的
整
合
」

二
四
六

～
二
五

一
頁
。

(
11
)

『
バ
ダ

ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』

一
六
二
六
年
四
月
九

日
条

(
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』
第

一
巻
、

八
八
頁
)
。

註



(
12
)

前
掲
、
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』

一
六
二
六
年
四
月
九

日
条
。

(
13
)

永
積
洋

子

『
近
世
初
期

の
外
交
』

=
二
七
～

一
三
八
頁
。

(
14
)

兵
部
題
行

「条
陳

膨
湖
善
後
事
宜
」
残
稿

(
『
明
清
史
料
』

乙
編
第

七
本
、

国
立
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
、

　
九

三
六
年
、

六
〇
三
～
六
〇
七

頁
)
。

(
15
)

前
掲
、
兵
部

題
行

「
条
陳
膨
湖
善
後
事
宜
」
残

稿
。

「旦
所
親
許
心
素
、
今
在

繋
」

(
16
)

前
掲
、
兵
部
題
行

「条
陳

膨
湖
善
後
事
宜
」

残
稿
。

「而

又
益

之
以
紅
毛
夷
、
姦
人
群

而
附
之
、
教
倭
助
夷
、

引
夷

付
倭
。
夷
以
所
得
接

済
漢
物
、
尽
数
賄
倭
。

倭
復
以
眈
漢
物
之
心
、

尽
力
助
夷
。
而

夷
与
倭
及
海
中

之
冠

、
合

併
以
成
負
嘱
之
勢
。
」

(17
)

命
盗
墓
は
泉
州
衛

の
出
身

で
あ
り
、
天
啓
五

(
一
六

二
五
)
年
ご

ろ
か
ら
崇
禎

元
(
一
六
二
八
)
年
に
か
け

て
、
父
と
同

じ
く
福
建
総

兵
を
務
め

て
い
る
。

彼
は
、
同
郷
泉
州
晋

江
出
身

で
当
時

工
部
尚
書

で
あ

っ
た
呉
淳
夫
と

い
う
人
物

の
女
婿

で
あ
り
、
こ
の
舅

の
勢

力
を
後
ろ
盾
に
し

て
い
た

よ
う
で
あ
る

(江

日
昇

『
台
湾
外
記
』
巻

一

「
天
啓
辛
酉
年
至
崇
禎

己
卯

年
共
十
九
年
」
)
。

(
18
)

前
掲
、
兵
部
題
行

「条
陳

膨
湖
善
後
事
宜
」
残
稿
。

「泉

州
人
李
旦
、
久
在
倭

用
事

。
旦
所
親
許
心
素
、
今
在
繋

、
誠
質
心
素

子
、
使
心
素
往

諭
旦
、
立
功
贖
罪

、

旦
為

我
用
、
夷
勢
孤

図
也
。
」

(
19
)

前
掲

、
兵
部
題
行

「条
陳

膨
湖

善
後
事
宜
」
残
稿
。

(
20
)

『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』

一
六
二
五
年
四
月
九

日
条

(
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』
第

一
巻
、

六
九
～
七
〇
頁
)
。

(
21
)

岩

生
成

一

「明
末

日
本
僑
寓
支

那
人
甲
必
丹
李

旦
考
」

一
〇
四
頁
。

(
22
)

永
積

洋
子

『
近
世
初
期

の
外
交
』

一
三
九
頁
。

(
23
)

永
積

洋
子

『
近
世
初
期

の
外
交
』

一
四
〇
～

}
五

一
頁
。

(
24
)

張
増

信

『
明
季
東
南
中
国
的
海

上
活
動

(上
)
』

一
四
七
～

一
四
九
頁
。



(25
)

兵
部
題
行

「丘
ハ科
抄
出

江
西
道
御
史

周
昌
晋
題
」
稿

(
『
明
清
史

料
』

戊
編
第

一
本
、
中
央

研
究
院

歴
史

語
言
研
究
所
、

一
九

五
三
～
五
四
年
、
七

六
～
七
九
頁
)
。

「臣
於

天
啓

六
年
入
閲
、

至
四
月
間
楊

六

・
楊
七
横
行
海

上
、
焼
我
兵
船
。

正
在

議
剰
、
而
盗
皐

聴
妊
棍
許
心
素
計

、
誘
之
使
降
、
撫

臣
朱
欽
相
用

灌
宜
令

殺
他
賊
自
瞭
、
臣
凛
凛
憂

之
。
」

(
26
)

『
[乾
隆

]泉

州
府
志
』
巻
三

一

「名
宙

三
」
、

「明
同
安
縣
知
縣

」
、

「曹

履
泰
」
。

(
27
)

曹
履
泰

『
靖
海
紀
略
』

(台
湾
文
献
叢

刊
第
三
三
種
)
巻

一

「上
過

承
山
司
尊
」
。

「所
慮
者
、

賊
在
於
外
、

妊
在

於
内
耳
。
愈

総
兵
腹
中

止
有

一
許
心
素
。

而
心
素
腹
中
止
有

一
楊
賊
。
…
…
而
転
勒

為
撫
、
異

日
者
担

得
之
資
、
楡

与
素
各
各

満
腹
、
便

可
了
局
矣

。
第
不
思
此
端

一
開
、
而
海
上
劇
盗
独

一
禄

・
策

也
哉
。
聞

風
而
起

、
謂
作
賊
得
財
、
並
可
得
官
。
恐
撫
未
有

己
時
也
。

中
左
片

地
、
将
終
為
虎
狼
之
穴
実
。
」

(
28
)

『
靖
海

紀
略
』
巻

↓

「答
朱
撫
墓

(四
)
」
。

「
王
清

与
許
心
素
結
契
、
已
坐
心
素
之
船
。

其
船
堅
巨
、
果
用
之
打
賊
、

尽
称
利
器
。
」

(
29
)

『
靖
海

紀
略
』
巻

一

「上
朱
撫
皇

(
一
)
」
。

「楊
禄

与
策

、
倶
在
許
心
素
家
。

総
鎮

提
之
不
出
。
聞
心
素
招

兵
自
衛
。

賊
亦
未
能
遽
攻
。
是
亦

可
憂
之
事
。
」

(
30
)

楊

国
禎

「
鄭
成
功
与
海
洋
社
会
権

力
的

整
合

」

二
四
六
頁
。

(
31
)

『
靖
海

紀
略
』
巻

一

「上
周
際

五
道
尊

」
。

(
32
)

『
靖
海

紀
略
』
巻
三

「上
熊
撫
皇

(
一
七
)
」
。

(
33
)

前
掲

、
『
靖
海
紀
略
』
巻
三

「上
熊

撫
墓

(
一
七
)
」
。

(
34
)

「
巨
好
悪
種
、
造
謀
巨
測
、
勾
引
李
魁

奇
契

子
葉
我
珍
、
聚
集
散

帰
彩
衆
、
置
造
器
械
、
非

一
日
矣

。
」

(
35
)

永
積
洋

子

『
近
世
初
期

の
外
交
』

一
三
八
～

=
二
九
頁
。

(
36
)

『
靖
海

紀
略
』
巻

二

「上
票

五
岳
道
尊

」
。



「勾

引
紅
夷
者
、
職
素
廉
其
人
。
而
雄
長
無

過
於
許
心
素
。
其
族
許
心
旭
、

乃
心
素
之
堂
弟

・
心
蘭
之
親
弟
也
。

倶
係
勾
引
巨
好
。
」

(
37
)

前
掲
、
『
靖
海
紀

略
』

巻

二

「上
察

五
岳
道
尊
」
。

(
38
)

張
増
信

『
明
季
東
南
中

国
的

海
上
活
動

(上
)
』

一
三
八
～
一

四
五
頁
。

(
39
)

川

口
長
儒

『
台
湾
鄭

氏
記
事

』
巻

之
上
。

(40
)

江
日
昇

『
台
湾
鄭
氏
始
末
』
巻

一

「自
天
啓
四
年
迄
順
治

三
年
」
。

(
41
)

前

掲
、
『
台
湾
鄭
氏
始
末
』
巻

一

「自
天
啓
四
年
迄
順
治

三
年
」。

(
42
)

江
日
昇

『
台
湾
外
記
』
巻

一

「
天
啓
辛
酉
年
至
崇
禎

己
卯
年

共
十
九
年
」
。

(
43
)

前

掲
、
『
台
湾
外
記
』
巻

一

「
天
啓

辛
酉
年
至
崇
禎

己
卯
年
共

十
九
年
」
。

「丙
寅
招
撫

之
議
、
実
傾
賊

嚢
以
充
私
棄
、

敢
於
孟
浪
主

張
。
爾
時
按
臣

周
昌
晋
及
藩

・
泉
諸

臣
、
多
説
其
非
策
。

而
旧
撫
朱
欽
相
憐

地
方
疲
困
、

不
楽

観
兵
、
姑
聴
其

言
、
牧
楊
六

・
楊

七
以
為
用
。

…
…
而
盗
皐

招
之
海
、
傍
置
之
海

。
首
従
無
分
別
、
商

民
任
劫
掠
。
故
今

日
授
撫

之
職
、
即
明

日

作
賊

之
人
。
」

(
44
)

前
掲

、
『
台
湾

外
記
』
巻

一

「
天
啓
辛

酉
年
至
崇
禎
己
卯
年
共

十
九

年
」。

「楊

六

・
楊

七
之
袖
手
傍
観
」

(
45
)

前
掲
、
『
台
湾

外
記
』
巻

一

「天
啓
辛

酉
年
至
崇
禎
己
卯
年
土
ハ十
九
年
」
。

「閲
奥
輔
車

唇
歯
之
勢
、
奥
危
則
閲

不
得
濁
安

、
賊
若
再
順
風
為
陣
、
臣

必
料
盗
皐

之
束
手
無
措
。
此
在
沓
皐

之
罷
斥
宜
早
。
」

(
46
)

谷
応
泰

『
明
史

記
事

本
末
』
巻
七
六

「鄭
芝
龍

受
撫
」
。

(
47
)

兵
部
題
行

「
兵
科
抄

出
江
西
道
御
史
周
昌
晋

題
」
稿

(
『
明
清
史
料

戊
編
』
第
一

本

所
収
、
七
六
～
七
九
頁
)
。

「若

巨
好
之
許
心
素

、
外
通
賊
憲
、
内
洩

軍
情
、
私
貨
絡

繹
於
海
上
、

紅
夷

關
入
於
内

洋
、
使
官
兵

不
敢
問

、
即
盗
皐
之
況
迷
喪

敗
、
皆
其
所
致

、

可
不
正
法
乎
。
」

(48
)

前
掲
、
兵
部
題
行

「
兵
科

抄
出
江
西
道
御
史
周
昌
晋

題
」
稿
。



「崇

禎
元
年

二
月

二
十
五

日
奉
聖

旨
、
這
本
諦
閲
事

甚
悉
。
不
除
内

地
好
究
、

則
外
賊
必
不
可
除
。

許
心
素

.
楊

六
等

、
着
行
該
撫
按

設
法
密
檎
正

法
定
罪
。
」

(
49
)

前
掲
、
兵
部

題
行

「兵
科
抄
出
江
西
道
御
史

周
昌
晋
題
」
稿
。

(
50
)

張
増
信

『
明
季

東
南

中
国
的
海
上
活
動

(上
)
』

一
四
七
～

一
四
九
頁
。

(
51
)

永
積
洋

子

『
近
世
初
期

の
外
交
』

一
三
七
～

一
四
〇
頁
。

(
52
)

『
靖
海

紀
略
』
巻
三

「上
陸
箔
修

司
尊

」
。

「
許
心
素
為
鄭
弁
所
殺
、

向
伝

以
為
真
也
。
…

…
而
素

之
次

男

一
龍
、
艶
於
獄
矣

。
長
男
楽

天
、
遠
蜜
久
矣

。
」

(
53
)

張
増

信

『
明
季
東
南
中

国
的
海

上
活
動

(上
)
』

一
五
八
～

一
六
二
頁
。

(
54
)

『
台
湾
外
記
』
巻

一

「
天
啓
辛

酉
年
至
崇
禎

己
卯
年

土
ハ
十
九
年
」
。

(55
)

『
靖
海
紀
略
』
巻

二

「
上
熊
撫
台

(
五
)
」
。

(56
)

『
靖
海
紀
略
』
巻

一

「上
朱
撫
毫

(六
)
」
。

「鄭
憲

解
散
、
終

不
可
問
。
目
下
約
有

万
人
未
散
。
…
…
有
陳
衷
紀

・
李
魁
奇
各
懐

異
心
。
船
隻

叛
出
者
三
之

一
。
糾
結

積
盗
李
梅
宇

.
陳
盛
宇
等

。

勾
引
紅
夷

入
内

為
難
。
」

(
57
)

張
増
信

『
明
季
東
南
中
国
的
海
上

活
動

(上
)
』

一
五
〇
～

一
五
三
頁
。

(
58
)

『
靖
海

紀
略
』
巻

一

「上
周
際

五
海
道

」
。

(
59
)

『
靖
海
紀
略
』
巻

二

「上
熊

撫
皇

(四
)
」
。

「叛
賊
李

魁
奇
与
陳
盛
宇

・
周
三

・
鍾
斌
等

。
聞
已
合
船
。

然
其
心
参
差

不

一
、
合
亦
速

離
、
其
間
有

可
乗

也
。
昨
聞
魁
奇
投
稟

於
南

襖
鄭
参
戎

、

有

投
降
之
説
。

又
聞
欲

縛
周
三

・
鍾
六
以
献
功
。
賊
態
変

幻
、
総
不
可
信
。
」

(
60
)

『
靖
海
紀
略
』
巻

三

「
上
徐
海
道
」
。

「鍾
斌
於

十

一
月
廿
七

日
駕
大
鳥
船
十

八
隻
、

叛
李
魁
奇
而
去
　
。
斌
船
泊

本
縣
之
金
門
地
方
。
俳
徊
観
望

、
似
有
意
投
芝
龍
而
未
果
者
。
」



(61
)

張
増
信

『
明
季
東
南
中
国
的
海
上

活
動

(上
)
』

一
五
九
頁
。

(
62
)

『
靖
海
紀

略
』
巻

三

「上
熊
撫
毫

(
二
〇
)
」。

「鍾
斌
実
為
先
緯

」

(
63
)

『
靖
海
紀
略
』
巻

三

「上
熊
撫
墓

(
二
一

「鍾
斌
復
領
船
南

下
矣

。
拠
称
追
檎
叛
党
。

恐
猶
是
仮
説
之
詞
。
此
賊
狡
詐

百
端
、
終
不
肯
為
我
用
也
。
李
賊

噴
頭
、
時
有
檎
獲
。
」

(64
)

張
増
信

『
明
季
東
南

中
国
的
海
上
活
動

(上
)
』

一
六

一
頁
。

(65
)

林
仁
川

『
明
末
清
初

私
人
海
上
貿
易
』
一
二
に

頁
。

鄭
広
南

『
中
国
海
盗
史
』

二
五
四
頁
。

(66
)

『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』

↓
六
三
四
年

二
月

一
日
条

(
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』
第

一
巻
、

一
五
七
～

一
五
八
頁
)
な

ど
。

(67
)

音
韻
に
関

し
て
は
、

李
珍

華

・
周
長
揖
編
撰

『
漢
字

古
今

音
表

(修
訂
本
)
』

(中
華
書

局
、

一
九
九
九
年
)
を
参
照

し
た
。

(68
)

『
平

戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館

日
記
』

に
は
、
明
末
東
南

沿
海

の
海
商
/
海
寇

に

つ
い
て
の
有

用
な
記
事
が
散

見
し
て

い
る
。
本
稿

で
は
邦
訳
と

し
て
、
永

積
洋
子
訳

『
平
戸
オ

ラ
ン
ダ

商
館
日
記
』
全
四
冊

(岩
波
書

店
、

一
九
六
九
～
七
〇
年
)
を
用

い
る
。

(69
)

『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』

一
六
三

一
年
四
月
末

日
条

(
『
バ
ダ
ヴ

ィ
ア
城

日
誌
』
第

一
巻

、

一

一
〇
頁
)
。

(
70
)

『
崇
禎
長
編
』
巻

四
二
、
崇
禎

四
年
正
月
丙
申
条
。

「随

干
正
月
二
十

一
日
芝
龍
自
烈
当
城
出
師

、
次

日
抵
古
雷
湾

、
偵
知
鐘
船

伏
南
懊

宮
前
。
芝
龍

四
鼓

分
兵
而
進
、
鐘

賊
亦
分
隊
預
防
、
比
我
紅
至
、

四
労
囲
攻
。
鐘
斌

一
航
突

出
海

外
、
駕
走
如
飛
。
」

(
71
)

『
明
史
』
巻

二
六
〇

「
列
伝
第

百
四
十
八
」
、

「熊
文
燦

」。

「斌
初
亦
就
撫
、
後
復

叛
、
冠

福
州
。
文
燦
誘
斌
往
泉
州

、
令

芝
龍
撃
敗
之
。
既
而
歴

之
大
洋
、
斌
投
海
死
。
」

(
72
)

『
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館

日
記
』

一
六
三
〇
年

一
〇
月

八
日
条

(
『
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館

日
記
』
第

一
輯

、
三
七
七
頁
)
。

(
73
)
J
o
h
n
 
 
E
.
 
W
i
l
l
s
 
J
r
.
,
 
"
M
a
r
i
t
i
m
e
 
C
h
i
n
a
 
f
r
o
m
 
W
a
n
g
 
C
h
i
n
 
t
o
 
S
h
i
h
 
L
a
n
g
:
 
T
h
e
m
e
s
 
i
n
 
P
e
r
i
p
h
e
r
a
l
 
H
i
s
t
o
r
y
"
,
 
J
o
n
a
t
h
a
n
 
D
.
 
S
p
e
n
c
e

&
 
J
o
h
n
 
E
.
 
W
i
l
l
s
 
J
r
.
 
e
d
s
,
 
F
r
o
m
 
M
i
n
g
 
t
o
 
C
h
i
n
g
:
 
C
o
n
q
u
e
s
t
,
 
R
e
g
i
o
n
,
 
a
n
d
 
C
o
n
t
i
n
u
i
t
y
 
i
n
 
S
e
v
e
n
t
e
e
n
t
h
-
c
e
n
t
u
r
y
 
C
h
i
n
a
,
 
Y
a
l
e



U
n
i
v
.
P
r
e
s
s
,
1
9
7
9
,
p
p
2
3
4

.


